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大阪府 富田林市

令和５年 12月７日

事例紹介

空きストックを活用した拠点づくりプロジェクト

～わっくCaf’eの設立～
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●大阪府の中心部から約２０ｋｍの東南に
位置する。

●市域面積は３,９７２ｈａで、大阪府域の
約２．１％を占める。

●市の人口は、107,716人（R５.３.31現在）
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位置

富田林市について（位置・地勢）

●計画的に開発の進んだ環境水準の高い
ニュータウンを中心とした 「西部の丘陵地域」

●豊かなみどりと美しい田園風景が広がり、自然景
観にあふれる 「南部の山間地域」

●市の中央を流れる石川をはさんで、古くからまち
が形成されている 「北東部の平野地域」

地勢

石
川

金剛連絡所
金剛駅

富田林寺内町

富田林市役所

富田林
西口駅

エコール・ロゼ
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事業名称 富田林・狭山都市計画
金剛土地区画整理事業

施行者 旧日本住宅公団
（現ＵＲ都市機構）

施行面積 ２１６.４ha
施行期間 昭和４０年１０月～４４年４月
計画人口 ３１,０００人
計画戸数 ７,７４０戸

●３つの住区
（高辺台・久野喜台・寺池台）で構成

●住宅ストック数
・公団賃貸住宅 ＝ 約５,０００戸
・集 合 住 宅 ＝ 約１,３００戸
・戸 建 住 宅 ＝ 約２,４００戸

●人口（R5.3.31現在）
8,345世帯、15,717人が居住

●教育施設等
中学校２校、小学校４校、幼稚園・保育園７園

市人口の
約15％が居住！

さまざまな都市基盤が整備され、高度経済成長に伴
う人口流入を受け入れるとともに、良好な住環境を備
えた「まち」として発展・成熟

南海金剛駅

金剛地区の航空写真（平成24年撮影）

UR賃貸団地

UR分譲団地

商業・公共施設

金剛地区について（開発のあらまし）
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なぜ、金剛地区？

・人口減少や少子高齢化が、市全体と比較しても顕著

・金剛地区が抱える課題の解決

→ 課題先進地域？

→ 豊富な住宅ストックを活かした人口問題への対応
→ いずれ迎えることが予想される市全体の課題への対応のヒント
※本市発展の大切なエンジンのひとつ



ニュータウンの課題解決を図るとともに、新たな可能性を引き出し、
まちを次世代に引き継いでいくため、計画的な支援が必要

■ニュータウン問題への対応の必要性

「金剛地区再生指針」を策定（平成29年3月）

地区住民、地域団体、事業者等
とともに議論を進め策定

金剛地区に関わる様々な人が共有するビジョンとして
金剛地区のまちの将来像や、将来像の実現に向けた取組等を示す

指針に基づき、地区住民、団体、事業者、行政が連携し、
地区の課題解決や魅力向上につながる取組を推進

金剛地区再生・活性化の推進について
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「金剛地区再生指針」

◆ 将来像

○ 一 人 ひ と り が
煌 き 続 け ら れ る ま ち

○ 閑 静 な 趣 を
育 み 続 け る ま ち

●地域の連携で、暮
らしの安心を支える

●便利で魅力ある
生活サービスを充実
する

●「居場所」となる
活動をつくる

●多様な「交流」の
仕掛けをつくる

●改修や建て替え等
に取り組む

●空き家の流通促
進等、住宅市場の活
性化を支える

●空き店舗等を活用
し、多機能が複合し
た生活サービス拠点
づくりを目指す

●生活サービス機能
等の充実のため、空
き家や空きスペース
を有効活用する

●“憩える”“楽しめ
る”“使いこなせる”
広場や通りに再生す
る

●住民等が主体と
なってまちを運営す
る「仕組み」をつくる

●時代の変化にあ
わせて、まちづくりの
ルールを考える

◆ 将来像の実現に向けた取組

金剛地区再生指針
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身近なメンバーで集まり、まちの課題や自分の思いを出し合うことから始める

集まる場を作る → 話し合う → テーマを創る → 実践する

自分たちの「まちを知る」とともに、
「どのようなまちにしたいか」等といった思いを共有

「金剛地区まちづくり会議」を設置

金剛地区に関係する様々な立場の人が集い、地区の再生・活性化を進める場

住民等が集まる場の
設置を、行政が支援
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まちづくり会議でどのようなことに取
り組みたいか、シートをもとに意見を
整理した上で、意見交換を行い、

金剛地区まちづくり会議で取り組む
プロジェクトテーマを話し合いました。

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト
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金剛地区まちづくり会議

総合まちづくり部会
居場所づくり部会

新たな部会 既存の部会

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト

イベント企画部会

公園活用部会

防災活動部会

拠点づくり＆情報発信部会

※「自主運営」、「自主活動」を原則に
活動を展開しつつある

※今後、具体的な活動内容の整理や
その為の組織体制づくりが必要

【平成31年度】

ここから、それぞれのテーマに沿った会議が進められる。。。
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１．居場所づくり

（１）拠点づくりプロジェクト

（目的）

・常設の子どもから高齢者まですべての世代の居場所づくり

・担い手の拠点としての居場所づくり

地域住民の居場所となる拠点づくりのために、

①拠点となる場所を探す（空き家や空き店舗など）

②拠点を使用する方法を考える（借用方法など）

③拠点を活用する仕組みを考える（日替わりオーナーカフェなど）

拠点づくりプロジェクトとは？

【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト
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第１回会議
7/19（金）13時～15時

・メンバーが居場所となる場所を創出する仕組み（案）を提案、解説。
・さまざまな拠点づくりの事例を調査していく必要がある。

ひがしまち街角広場視察
8/5（月）11時半～17時半
※現地視察13時～15時半

・地域住民がボランティアで運営している「ひがしまち街角広場」を視察。
・千里NTの成り立ちや居場所の運営方法等について学ぶ。

第２回会議
8/23（金）13時半～15時半

・視察を踏まえ、別の居場所事例（コモンカフェ）について勉強。

・今後は、自主運営の知恵や、組織の立ち上げ方、資金の集め方など
も学んでいく必要がある。

第３回会議
9/27（金）9時半～12時

・鈴木氏（近畿大学建築学部教授）を講師に招き、勉強会を開催。
・当事者（住民等）による居場所づくりについて学ぶ。
・今後は、来年度4月以降の助成金・補助金取得を目指して、取り組む。

拠点づくりプロジェクトでの会議内容

【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト
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１．居場所づくり

（１）拠点づくりプロジェクト
①拠点となる場所を探す（空き家や空き店舗など）

久野喜台 Café&Lunchロペ金剛銀座街商店街空店舗 ショッピングモール 空店舗

高辺台 空店舗 久野喜台 空店舗金剛銀座街商店街空店舗

【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト



１．居場所づくり

（１）拠点づくりプロジェクト
①拠点となる場所を探す（空き家や空き店舗など）

久野喜台 空店舗 久野喜台 空店舗

寺池台 空家

久野喜台 空家

プロジェクトメンバーで
手分けして探すも、

難航・・・・

高辺台空店舗
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【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト



１．居場所づくり

（１）拠点づくりプロジェクト

②拠点を使用する方法を考える（借用方法など）

プロジェクトメンバー有志で、
一般社団法人わっく金剛（わっくＣａｆｅ）を設立

・初期費用等の拠点運営のための補助金・助成金
獲得を念頭に。

・法人名義での物件賃借が可能に。

・設立時社員は、８名。

・今後、法人メンバーのみで会議を進める
わけではなく、カフェ運営等に関する会議は、
従来通りプロジェクト会議で行う。
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【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト

,



わっくＣａｆéの目指す姿



Before                                                                     After

まちの居場所「わっく Cafe」のイメージ

イメージです



１．居場所づくり

（１）拠点づくりプロジェクトの進捗

After

（カフェ運営1年目の支出と収入についての想定）
＜支出＞
・初期整備費：３００万円
・家賃：４２万円（3.5万/月）
・施設運営費：３６万円（３万円/月）
・消耗品：２４万円（２万円/月）

etc…..

合計 ４０２万円

予算についての課題

＜収入＞
・オーナー使用料 ７２万円＋１２万円
（3000円/枠 × 20日 ×12ヶ月）
（1000円/枠 × 10人 ×12ヶ月）

・共通メニュー売り上げ ３６万円
（150円/杯 × 10人×20日 ×12ヶ月）

・自主事業 ２０万円

合計 １４０万円

補助金・助成金の申請や
寄付の声かけ等は別途

進める。

カフェ設置場所については、引き続き検討中だが、その他の課題も・・・・

収入については厳しい部分があるため、補助金や助成金、
寄付の声かけだけでなく、自主事業についても、企画が必要。
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【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト



【内閣府】
「新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金」

→ コロナ禍で感染拡大の影響をいる地方経済、住民生活を
支援し地方創生を図る

↓
補助制度を設置



わっくＣａｆéの仕組み
コンセプト：いつでも誰でも集える常設の拠点
・多世代、また金剛地区内外の誰もが、集い、活動できる。
・新たな発展や可能性が広がる参加型の自由な空間。

・オーナー希望者は説明会に参加し、趣旨に賛同した人がオーナーに登録。
・登録料は、利用頻度に関わらず一律3千円。
・登録後は、①日替わりカフェオーナー、②ボックスショップオーナーになることができる。

日替わりオーナーカフェ等の仕組みを採用

オーナーは、いつでも予約して利用可。
予約がない日のうち「火～土曜日の10〜14時」はコミュニティカフェとして、わっくメンバーが運営。

※登録料、利用料、売上金を、
家賃、水光熱費、材料費等のランニングコストに充当。 →継続的な運営をめざす。

区分 利用期間 利用料 備考

①日替わり
カフェオーナー

一枠（8～14時
or15～21時）

3千円

・共通のドリンクメニュー以外は、店主のアイデアと
工夫によって自由に展開可。
・その他、作品の展示や販売等にも利用できる。
※共通のドリンクメニューの売上金の一部を、わっく
金剛に支払い。

②ボックス
ショップオーナー

１ボックス（一ヶ
月）

1千円 ・店主のショップとして、ハンドメイド作品等の販売
ができ、自由なディスプレイや入れ替えも可能。



１．居場所づくり

（１）拠点づくりプロジェクト

③拠点を活用する仕組みを考える（日替わりオーナーカフェなど）

日替わりオーナーカフェの仕組みを中心に、誰もが集える常設の拠点づくり
を進める。

（プロジェクト参加者募集チラシ）
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【平成31年度】

金剛地区まちづくり会議と新たなプロジェクト



わっくＣａｆé開設



わっくCaféの活動状況は・・・？

■活動の状況

・登録オーナー115名。 ※2023年5月末現在

（市内在住 ６2名。うち、金剛地区在住３２人。）

・ボックスショップ32ボックス稼働中。

・月２回、運営メンバーによる子ども食堂「カレー食堂」開催。

・月１回の施設メンテナンス日を設け、清掃・点検等を行っている。



利用者について

・オーナーの知り合いから

→ 近隣の方やふらっと立ち寄る方（近隣の人の立ち寄りの場へ）

野菜販売やBOXショップを覗く（おしゃべりの場へ）

・子どもたちも

→こども食堂であるカレー食堂の利用者増加



食事を通して、子どもや地域の方の集いの場となることを目的として、
月2回、わっく金剛運営メンバーによるこども食堂「カレー食堂」を開催。

わっくCafé運営メンバーの他、
ボランティアスタッフも常時5名〜10名参加。

※毎月第4土曜日は、マルシェと併せて賑わいを創出

金剛地区で第1号となる
「子ども食堂」として開催！

カレー食堂（こども食堂）



カレー食堂 2021年2月スタート第四土曜日昼、2021年8月から第二水曜夕方も開催

第四土曜日昼 第二水曜夕方

カレー食堂（こども食堂）

マルシェイベントと連携して相乗効果
（ハロウィン、クリスマス等）





カレー食堂（こども食堂）



富田林市金剛地区の新たな拠点「わっくＣａｆé」

メンテナンスについて

不安定なテーブルを補強

日除けを設置カウンター幅を拡張

日々、様々な課題に向き合いながら、創意工夫してメンテナンスを実施。

スロープを設置して段差を解消

開閉表示を設置 網戸を設置
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これまで、金剛地区のまちづくりに関する議論において、
「地区における居場所がない」という意見が多く挙げられてきた。

「金剛地区まちづくり会議」において、居場所づくりをテーマに活動する
「拠点づくりプロジェクト」が立ち上がり、常設の拠点づくりに向けた取組
を推進（2019年6月～）。

法人名義での物件賃借契約や補助金等の活用ができるよう、
「拠点づくりプロジェクト」有志８人により「一般社団法人わっく金剛」
を立ち上げ（2020年2月）。

→会議の開催（場所・仕組み等を検討）、事例の勉強・視察など

金剛地区の新たな拠点「わっくＣａｆé」を開設（2021年2月27日）

わっくＣａｆéの開設まで

ＵＲ都市機構所有の空施設（金剛銀座街商店街）を借用し

おさらい


